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  ４－１ 景観重要建造物の指定の方針 （景観法第８条第２項第4号関係） 

 

   景観重要建造物の指定の方針 

景観計画では、良好な景観を形成し、道路その他の公共の場所から容易に見ることが

できる建造物については、「歴史的・文化的重要性」､「希少性」または「シンボル性」

が認められる場合なども勘案し、必要に応じて地区の景観の核となる景観重要建造物と

して指定することができます。 

景観重要建造物として指定された場合は、建造物の現状変更についての許可が必要と

なり、管理行為の具体的内容については条例で定める管理の基準に基づくものとなりま

すが、景観という見た目の重要性の観点から指定するため、建物内部は自由に利用可能

で、生活上必要な改修についても行うことができます。また、指定された場合は条例に

より防火などの外観に係る部分について、建築基準法の規制緩和が可能となります。 

今後、村として景観資源調査等を踏まえ「景観重要建造物」に指定することを検討し

ます。 

以下に、景観重要建造物の認定までのイメージを示します。 

 

◆認定までのイメージ 
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  ４－２ 景観重要樹木の指定の方針 （景観法第８条第２項第4号関係） 

 

   景観重要樹木の指定の方針 

景観計画では、良好な景観を形成し、道路その他の公共の場所から容易に見ることが

できる樹木については、「歴史的・文化的重要性」、「希少性」または「シンボル性」

が認められる場合なども勘案し、必要に応じて地区の景観の核となる景観重要樹木とし

て指定することができます。 

景観重要樹木として指定された場合は、現状変更についての許可が必要となり、管理

行為の具体的内容については条例で定める管理の基準に基づくものとなります。また、

村や景観整備機構と所有者が管理協定を締結して管理をすることもできます。 

今後、村として景観資源調査等を踏まえ「景観重要樹木」に指定することを検討しま

す。 

以下に、景観重要樹木の認定までのイメージを示します。 

 

 

 

◆認定までのイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．要望、提案等

２．有識者・村民の意見を聴く

【指定の方針】

■地域の植生を特徴づけ、良好な景観の形成に寄与するもの
■村民に親しまれており、地域のシンボル的な存在であるもの
■地域の歴史、文化、生業などの特性を現すもの
■遠くから存在を認識させ、重要な場所を強調するもの

３．所有者の意見を聴く

４．認定
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